
体育（保健体育）の学習『楽しいPoint』

★目指す動きへの憧れをもたせ習得意欲を喚起！

★自由度のある追求と動きの高まりを実感できる！

★十分な運動量の確保！

主体的な学びにつながる「体育（保健体育）の学習が好きになる授業」をめざして

≪単元構成≫

そのために・・・

【導入】

■目指す動きとの出会いを大切にする

・示範や技の紹介で、「やってみたい！」を生み出す

［種目の魅力・面白さ・実態に合った難易度］

【展開】

■見通し→試技→振り返りに自由度と時間を保証し、児童生徒

自ら追求できる単元構成と単位時間の流れを大切にする

・明確な課題提示で目標と動きのイメージをつかむ

［全体課題・チーム課題・個人課題］

・追求の仕方を身に付け、自ら課題解決への見通しをもつ

［仲間との交流、ＩＣＴの活用、練習の場の選択・設定］

【終末】

■児童生徒の動きの変容・高まりを価値付ける

・価値ある具体を全体に伝え、コツと追求方法を広める

［できたこと、できそうなこと、追求の様子、勝敗、記録］

≪単位時間の流れ≫

「わかって、できる」と
「できて、わかる」を実感

東濃教育事務所
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導 入 展 開 終 末

知識・技能を身に付けるために

・種目の特性やルールを理解する。
・必要な感覚や基底技能を身に付
け、体を通して動きを追求する。
・追求の視点で自己の課題に気付
き、動きを修正・強化する。

思考力・判断力・表現力を身に付けるために

・動きを追求する視点をもって試
技を繰り返し分析する。
・仲間とお互いの動きを見合う。
・様々な練習や場を体験し、自分
に合った習得方法を探る。

準備・準備運動

課題提示

追求①

中間研究会

追求②

振り返り

片付け

・さらなる追求により確かな動きへと向上させる

・動きの高まりと理由を振り返り、次時の課題をもつ

・安全面に留意して全員で協力して片付ける

・主運動につながる準備運動 ・ＡＣＰなどの運動遊び

・実態に合った課題設定（技術ポイントと追求の視点も
合わせて提示⇒「できそうだ！」の手がかりになる
・目指す動きをつかみやすい示範（実演・映像）

・児童生徒が手がかりをもとに自由に粘り強く追求する
ための「安全性・時間・練習環境・試技回数」の確保

・仲間の動きのコツやよい追求の仕方を共有する

楽しい授業ポイント①

★運動量の目安
・小学校３０分以上
・中学校３５分以上

楽しい授業ポイント②

★教師の役割
・安全への配慮
・運動が苦手な子のつまず
きへの補助や個別指導
・動きの変容や高まりを追
求の様子とつなげての必
ず価値付け

楽しい授業ポイント③

★教師は出過ぎない
・子供の自主性に委ねる
・試技も学び方も失敗を見守
る姿勢を貫く
・子供からの「見て」「教え
て」の要求を待つ


